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令
和
三
年
一
月
二
十
七
日
に
提
出
し
た
「
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
お
い
て
、
近
年
の
沖

縄
振
興
予
算
に
関
し
、
県
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
沖
縄
振
興
策
で
あ
る
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
が
年
々
減
額
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
県
を
通
さ
ず
に
国
か
ら
市
町
村
に
直
接
配
分
さ
れ
る
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
が
令
和
元
年
度
の
創
設
以
降
、
約
三
倍

と
飛
躍
的
に
増
額
さ
れ
て
い
る
状
況
は
、
「
沖
縄
の
自
主
性
を
尊
重
」
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
趣

旨
に
沿
う
も
の
で
な
い
ば
か
り
か
、
日
本
国
憲
法
第
九
十
二
条
に
定
め
る
「
地
方
自
治
の
本
旨
」
を
も
歪
め
る
も
の
と
言
わ
ざ

る
を
え
な
い
と
の
観
点
か
ら
質
問
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

つ
い
て
は
、
令
和
三
年
二
月
五
日
に
受
領
し
た
内
閣
衆
質
二
〇
四
第
一
七
号
「
衆
議
院
議
員
屋
良
朝
博
君
提
出
沖
縄
振
興
特

定
事
業
推
進
費
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
以
下
「
本
件
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
、
再
度
、
以
下
の
事

項
に
つ
い
て
答
え
ら
れ
た
い
。 

一 

本
件
答
弁
書
「
一
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
は
、
予
算
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
法
令
上

の
根
拠
は
な
い
」
と
あ
る
が
、
本
件
答
弁
書
「
四
に
つ
い
て
」
に
あ
る
「
事
業
を
複
数
年
度
に
わ
た
り
安
定
的
に
実
施
す
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
」
に
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
を
根
拠
規
定
と
す
る
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
で
対
応
す
べ
き
と
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考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 
本
件
答
弁
書
「
一
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
は
、
国
が
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り

「
沖
縄
の
実
情
に
即
し
た
事
業
の
的
確
か
つ
効
果
的
な
実
施
を
図
る
」
と
し
て
い
る
が
、
国
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
が
知
事

と
県
内
四
十
一
市
町
村
長
で
構
成
す
る
沖
縄
振
興
会
議
に
お
い
て
配
分
が
決
定
さ
れ
る
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
よ
り
も

「
沖
縄
の
実
情
に
即
し
た
事
業
の
的
確
か
つ
効
果
的
な
実
施
」
と
な
る
理
由
及
び
そ
れ
に
つ
い
て
政
府
が
把
握
し
て
い
る
具

体
的
な
事
例
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

本
件
答
弁
書
「
二
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
の
制
度
創
設
以

降
、
新
規
事
業
分
が
毎
年
度
三
十
億
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
積
算
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

令
和
二
年
度
ま
で
の
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
に
お
け
る
市
町
村
補
助
金
の
交
付
決
定
額
に
つ
い
て
、
沖
縄
市
、
那
覇

市
、
う
る
ま
市
、
八
重
瀬
町
、
宜
野
湾
市
の
五
市
町
村
の
合
計
が
全
体
に
占
め
る
割
合
及
び
沖
縄
市
単
独
で
全
体
に
占
め
る

割
合
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

ま
た
、
「
沖
縄
の
自
主
性
を
尊
重
」
す
る
と
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
知
事
と
県
内
四
十
一
市
町
村
長
で
構
成
す
る
沖
縄
振

興
会
議
に
お
い
て
配
分
が
決
定
さ
れ
る
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
を
増
額
す
る
こ
と
の
方
が
県
全
体
に
対
す
る
公
平
性
、
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平
等
性
が
一
層
確
保
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 
本
件
答
弁
書
「
三
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
の
令
和
元
年
度
に
お
け
る
執
行
率
は
約
十
二
・

八
％
、
繰
越
率
は
約
八
十
三
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
多
額
の
繰
越
が
発
生
し
た
理
由
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
多
額
の
繰
越
が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

あ
わ
せ
て
、
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
が
制
度
創
設
当
初
に
お
い
て
、
執
行
率
の
低
さ
を
理
由
に
減
額
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

対
し
て
、
同
様
に
執
行
率
が
低
く
、
多
額
の
繰
越
が
発
生
し
た
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
を
次
年
度
に
更
に
増
額
し
た
理

由
と
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

六 

令
和
二
年
度
の
内
閣
府
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
の
活
動
指
標
の
「
交
付
決
定
額
」

に
つ
い
て
、
外
部
有
識
者
か
ら
、
「
事
業
の
進
捗
実
態
を
示
す
指
標
に
な
り
え
て
い
な
い
」
と
し
て
見
直
し
を
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
内
閣
府
は
新
た
な
指
標
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
検
討
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
な
検
討
状
況
を
示
さ
れ
た

い
。 

七 

本
件
答
弁
書
の
「
五
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
「
例
え
ば
、
年
度
途
中
に
生
じ
た
政
策
課
題
へ
の
迅
速
な
対
応
が
困
難
な
こ

と
」
に
つ
い
て
、
政
府
が
把
握
し
て
い
る
具
体
的
な
事
例
を
示
さ
れ
た
い
。 
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右
質
問
す
る
。 


